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上田クリーンセンターが完
近代的なごみ処理施
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上田市・真田町じんかい焼却場組合が、昭和58年11月から 3か年事業で泉平地籍の千曲川べりに建設定i望
めてし:た新しいこみ焼却場「上田クリーンセンター」が完成し、 11月25日には関係者約100人が出席して竣r
式を千丁いました。このクリーンセンターは、鉄筋コンクリート 4階建てで総事業費は約28億円、 1日当1)η
処理能力は200トン(100トン炉 ・2基)あります。 3階の中央制御室では、コンビューターや監視用モニター
テレビを便って、ごみの燃焼状況などをコント ロールしています。 また 新焼却炉は丸1日かけて完全燃焼1
させる方式を採用しており、煙や臭気が外部に漏れないよう公害防止にL力を入れています。 、
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市民と市長の日

毎月 1日に行っています「市民

と市長の日」 を、新年は 1月7日
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3階市長室で行し、ま す。
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か
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上
田
創
造
館
は

月
オ
ー
ブ
ン

/12/月|定例|市|議|会|
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十
二
月
定
例
市
議
会
が
、
十
二
月
三
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
市
議
会
は
、

一
十
二
月
十
九
日
ま
で
十
七
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
す
。
今
回
は
、
「
点
訳
奉
仕

一

一
活
動
等
石
井
基
金
条
例
の
一
部
改
正
案
」
、
「
昭
和
六
十
年
度
上
田
市
一
般
会
計

一

一
補
正
予
算
案
」

な
ど
二
十
三
議
案
が
提
案
・
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

提
示
が
あ
り
ま

は
、
来
年
一
月
に
も
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
「
国
土
開
発
幹
線
自
動
車

道
建
設
審
議
会
」
で
、
整
備
計
画
路

えつ広報p49号
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きま
れで
まに
すは
。ま

だ
多

の
曲
折
が な

千
曲
川
左
岸
に

家
庭
排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
と

上
回
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

十
一
月
六

日
に
竣
工
式
を
し
た
家

庭
雑
排
水
汚
泥
処
理
処
設
は
、
全
固

め
モ
デ
ル
的
な
施
設
と
し
て
固
め
補

助
金
が
初
め
て
認
め
ら
れ
、
「
上
田
市

家
庭
排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

稼
動
を
始
め
ま
し
た
。

上
田
市
・
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却

場
組
合
で
進
め
て
き
た
ご
み
処
理
施

設
は
、
百
ト

ン
炉
二
基
を
備
え
た
近

代
的
な
施
設
で
十
一
月
二
十
五
日
に

竣
工
式
を
行
い
、
「
上
回
ク
リ
ー
ン
セ

、
/
々
ノ

l
l
L
L」
ー
し
ず
t

、
す
俗
的
恰
仙
川

H
L
t悌
齢
制

tr

百
五
万
八
千
円
で
、
補
正
後
の
予
算

総
額
は
二
百
九
億
七
千
六
百
二
十
八

万
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に
対
し
で

五
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
工
製
氷
方
式
の

市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場

上
田
市
が
東
部
町
、
真
田
町
と
共

同
で
建
設
を
進
め
て
き
た
待
望
の
「
市

民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
」
は
、
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
た
今
月
十
五
日
に
オ
ー
プ

ン
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ア
イ
ス

リ
ン
ク
は
、
人
工
製
氷
方
式
の
一
周

二
百
四
十
日
の
ス
ピ
ー
ド
リ
ン
ク
と

大
衆
リ
ン
ク
で
、
鉄
骨
造
り
一
部
二

階
建
て
の
管
理
棟
、
食
堂
、
休
憩
室

な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス

ケ
ー
ト
場
へ
の
利
用
者
の
便
宜
を
図

る
た
め
、
定
期
バ
ス
の
運
行
な
ど
が

実
現
す
る
よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

上
回
創
造
館

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
で

建
設
し
て
い
る
「
リ
ー
ジ
ョ

ン
プ
ラ

ザ
上
田
創
造
館
」
は
、
昭
和
六
十
一

年
一
月
二
十
七
日
に
竣
工
式
を
迎
、
え

る
運
び
と
な
り
、
目
下
、
外
構
工
事
、

巾
門
担
附
怯
喝
坑
訟
の
調
刷
軟
証
、
肱
瑚
口
町
布
明
の
伽
叫
坦
且

補
助
を
し
ま
す
。

*
民
生
費

市
内
大
手
二
丁
目
の
石
井
光
一
さ

ん
の
御
寄
付
に
よ
る
石
井
基
金
積
立

と
し
て
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
民
俗

資
料
館
、
美
術
館
、
視
聴
覚
セ
ン
タ

ー
、
児
童
科
学
館
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
、
天
体
観
測
室
、
体
育
館
、
研
修

会
議
室
な
ど
を
備
え
た
複
合
施
設
で
、

上
小
地
域
の
広
域
中
肱
施
設
と
し
て

広
域
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
役
割

り
を
果
た
す
も
の
で
す
。

第
二
次
長
期
基
本
構
想
で

活
力
あ
る
都
市
に

去
る
六
丹
市
議
会
定
例
会
で
議
決

を
い
た
だ
い
た
第
二
次
上
田
市
長
期

基
本
構
想
と
こ
れ
に
基
づ
く
長
期
基

本
計
画
は
、
市
政
の
総
合
的
、
計
画

的
運
営
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

上
田
市
の
将
来
都
市
像
を
「
あ
た
た

か
い
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」
と
し
、

東
信
地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
機
能
を
も
っ
た
創
造
性
と
活

力
に
満
ち
た
都
市
で
あ
る
と
と
も
に
、

心
の
や
す
ら
ぎ
と
温
か
さ
の
感
じ
ら

れ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
越
道
上
越
線
を

整
備
計
画
路
線
に

関
越
自
動
車
道
上
越
線
の
建
設
促

進
は
、
去
る
九
月
二
十
七
日
建
設
省

か
ら
県
知
事
・
に
対
し
、
環
境
影
響
評

肱
刷
舶
報
化
口
込
普
恥
「
柑
従
山
川
刷
拘
f
h
H
、
陶
柄
本
川
v
・
つ
柏
穂



提
示
か
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書

は
、
来
年
一
月
に
も
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
「
国
土
開
発
幹
線
自
動
車

道
建
設
審
議
会
」
で
、
整
備
計
画
路

線
に
格
上
げ
を
す
る
た
め
の
前
提
と

な
る
資
料
で
あ
り
、
高
速
道
路
の
建

設
が
関
連
地
域
に
与
、え
る
環
境
の
影

響
に
つ
い
て
建
設
省
が
調
査
を
実
施

し
た
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で

す
。今
後
、
沿
線
地
域
の
環
境
問
題
に

は
十
分
配
慮
を
は
ら
い
な
が
ら
対
応

す
る
こ
と
と
し
、
来
年
一
月
に
は
整

備
計
画
路
線
と
し
て
必
ず
格
上
げ
が

な
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま

す。

だえつ一 (3)一一昭和60年12月16日 広報

着
工
が
延
び
た

北
陸
新
幹
線

北
陸
新
幹
線
の
建
設
は
、
本
年
八

月
を
目
途
に
建
設
に
着
手
す
る
と
い

う
方
針
で
し
た
が
、
本
年
八
月
に
政

府
は
国
鉄
再
建
問
題
、
財
源
問
題
な

ど
を
理
由
に
整
備
新
幹
線
財
源
問
題

等
検
討
委
員
会
を
設
け
、
国
鉄
が
分

割
、
民
営
化
き
れ
る
昭
和
六
十
二
年

四
月
ま
で
に
結
論
を
出
す
こ
と
と
し
、

先
送
り
す
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
本
体
工
事
費

に
つ
い
て
は
六
十
二
年
度
予
算
編
成

で
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

建
設
主
体
の
問
題
さ
ら
に
は
難
し
い

財
源
問
題
な
ど
も
あ
り
、
本
格
的
な

建
設
ま
で
に
は
ま
だ
多
く
の
曲
折
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

千
曲
川
左
岸
に

広
域
幹
線
道
路
の
計
画

千
曲
川
左
岸
の
広
域
幹
線
道
路
の

計
画
は
、
上
田
市
の
半
過
地
籍
か
ら

東
塩
田
林
間
工
業
団
地
を
通
り
丸
子

町
か
ら
小
諸
、
佐
久
に
至
る
広
域
農

道
建
設
を
目
指
し
て
、
関
係
市
町
村

が
一
体
と
な
っ
た
促
進
協
議
会
を
結

成
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

条
例
の
改
正
案

マ
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例

の
一
部
改
正

市
内
大
手
二
丁
目
の
石
井
光
一
さ

ん
か
ら
多
額
の
御
寄
付
を
い
た
だ
き
、

今
回
で
基
金
の
総
額
は
三
千
四
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
寄
付

者
の
御
意
向
に
そ
っ
て
、
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。

般

会

計

補
正
予
算
案
の
内
容

今
回
の
補
正
額
は

一
億
三
千
五

始ン竣と代
のタ工的
*式な
いを 施
たと行設
。しいてい

て十
本口一

豊古里
ーリー

にり十
稼|五
動 ン 日
をセに

百
五
万
八
千
円
で
、
補
正
後
の
予
算

総
額
は
二
百
九
億
七
千
六
百
二
十
八

万
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に
対
し
一

・

五
%
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

市
債
一
億
三
百
六
十
万
円
、
諸
収

入
九
千
三
百
八
十
九
万
四
千
円
、
国

庫
支
出
金
七
千
九
十
二
万
四
千
円
な

ど
、
い
ず
れ
も
収
入
可
能
な
範
囲
で

計
上
し
ま
し
た
。
な
お
、
繰
入
金
は

特
定
財
源
確
保
の
見
通
し
が
た

つ
た

こ
と
か
ら
、
一
億
円
の
減
額
補
正
を

し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

《
歳
出
の
主
な
も
の
V

*
総
務
費

上
小
衛
生
施
設
組
合
お
よ
び
上
田

市
・
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合

地
方
交
付
税
配
分
金
の
八
千
八
百
三

十
四
万
八
千
円
は
、
両
組
合
に
対
す

る
地
方
交
付
税
算
入
分
が
上
田
市
に

一
括
交
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
各
構

成
市
町
村
の
負
担
率
に
応
じ
て
配
分

す
る
も
の
で
す
。

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負

担
金
は
、
創
造
館
の
文
化
ホ

l
ル
へ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

l
お
よ
び
映
像
機

器
な
ど
の
充
実
を
図
る
た
め
の
備
品

の
購
入
が
主
な
も
の
で
す
。
こ
の
ほ

か
、
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の
一

環
と
し
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る

浅
間
ソ
フ
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ

ー
ク
研
究
会
に
対
し
て
七
十
万
円
の

年
一
月
二
十
七
日
に
竣
工
式
を
迎
え

る
運
ぴ
と
な
り
、
目
下
、
外
構
工
事
、

内
部
施
設
の
調
整
、
備
品
類
め
配
置

か

e
y
:
t措
思
仇
り

7
、
い
キ
$
4
1

0

士
十
な
怯
咽
訊
岨

補
助
を
し
ま
す
。

本
民
生
費

市
内
大
手
二
丁
目
の
石
井
光
一
さ

ん
の
御
寄
付
に
よ
る
石
井
基
金
積
立

て
な
ど
、
百
三
十
万
円
を
計
上
し
た

ほ
か
、
東
前
山
地
区
の
道
路
改
良
舗

装
な
ど
の
生
活
環
境
整
備
事
業
費
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

*
農
林
水
産
業
費

松
く
い
虫
防
除
特
別
対
策
事
業
の

千
四
百
六
十
万
六
千
円
は
、
去
る
六

月
か
ら
九
月
に
か
け
て
発
生
し
た
松

く
い
虫
被
害
の
処
理
を
主
に
県
事
業

と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
被
害
木
の
発
生
が
増
大
し
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
県
補
助
を
得

て
市
の
自
主
事
業
と
し
て
実
施
し
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。

補
助
事
業
と
し
て
は
、
水
田
利
用

再
編
機
械
施
設
等
導
入
事
業
補
助
金

二
百
万
円
、
園
芸
振
興
事
業
補
助
金

二
百
三
十
八
万
円
な
ど
の
計
上
が
あ

り
ま
す
。

*
商
工
費

中
小
企
業
融
資
預
託
金
の
八
千
八

百
万
円
は
、
東
塩
田
林
間
工
業
団
地

が
造
成
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
同
団
地

へ
の
入
団
希
望
企
業
に
対
し
、
資
金

の
融
通
を
促
進
す
る
た
め
、
県
信
用

保
証
協
会
へ
の
預
託
金
を
増
額
し
、

融
資
枠
の
拡
大
を
図
る
と
い
う
も
の

で
す
。

進
は
、
去
る
九
月
二
十
七
日
建
設
省

か
ら
県
知
事
に
対
し
、
環
境
影
響
評

価
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
自
然
か
ら
報

化
匂
込
寄

m，
H
R仏
陀
弘
町

4
2門
体
性
に
つ
い
て

η

本
土
木
賞

道
路
補
修
工
事
費
で
千
七
百
万
円
、

河
川
用
悪
水
路
改
修
等
工
事
費
で
三

千
五
百
万
円
を
計
上
し
、
道
路
お
よ

び
河
川
の
補
修
整
備
を
図
る
ほ
か
、

二
年
事
業
で
進
め
て
い
る
千
曲
町
団

地
建
替
工
事
費
の
追
加
分
千
八
百
八

十
九
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

*
教
育
費

日
本
水
彩
画
会
長
野
県
展
補
助
金
、

長
野
県
民
運
動
競
技
大
会
選
手
派
遣

補
助
金
を
計
上
し
た
ほ
か
、
豊
殿
小

学
校
、
第
四
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
防

球
フ
ェ
ン
ス
新
設
工
事
費
と
し
て
六

百
九
十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

年末・年始のゴミ収集日

[>年末の特別ゴミ・危険物収集は12月30日(月)、月曜

日の収集地区を対象に匂います。ゴミ・危険物は、

午前8時30分までに集積場所へお出しください(塩

田・川西地区は午前8時まで)。

[>新年のゴミ・危険物収集は、 1月4日佳)から平常

どおり行います。
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真
田
太
平
記
ブ

l
ム
(
4
月
j
)

四
月
か
ら

N
H
K
テ
レ
ヒ
で
「
真
田
太
平
記
」

が
放
映
さ
れ
た
た
め
、
上
田
城
を
中
心
に
観
光
客

が
大
幅
に
増
、
え
ま
し
た
。
(
写
真

l
十

一
月
二
十

一
日
の
「
真
田
路
の
ろ
し
合
戦
」
で
の
上
田
城
)

広報

松
く
い
虫
被
害
木
を
へ
リ
で
搬
出
(5
1
6
月
)

塩
尻
地
区
の
太
郎
山
山
ろ
く
で
は
、
松
く
い
虫
に
よ
り
枯
れ
た
ア
カ

マ
ツ
約
五
千
本
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
出
す
る
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市内最長の小牧橋が開通(5月29日)

市街地の千曲川に架かるれ第 3の橋山小牧橋 (380m)と

その取付道路(国分川辺町線)がついに完成。 5月29日の

開通式では、約 1千人が渡り初めをしました。

/'" 
"-喝イ

ムミーム却ザ

上田市文化センターが完成 (6月10日)

上岡市文化センターは、中央公民館と文化会館を併

た複合施設で、教育 ・文化・芸術活動の拠点とし

‘市民に利用されています。

10月9日)



ト
ム
田
市
で
の
主
な
で
き
ご
と

第 949ぅ~だえつ一ー(5)一一一 昭和60年12月16日 広報

第二次長期基本構想、決まる(6月26日l

昭和61年度か ら10年聞の市政運営の指針となる

「第二次上田市長期基本構想」カ、 6月市議会て議

決されました。(写真=5月2日、小林審議会会長

(掛から答申書 を受ける永野市長)

家庭排水浄化センターが完成(11月6日)

常磐城のし尿処理場内に建設されたこのセ ンタ

ーは、市内の約 1万 3千戸にある簡易浄化槽から

出る汚泥を収集して、処理しようというものです。

魁臨

テレ卜ピア基本計画を申請 (9月24日)

市では、丸子町、東部町、 坂城町と協力して、

郵政省のテレトピア構想、のモテソレ都市指定を目指

して、上田地域テレ卜ピア基本計画を県を通じて

郵政省へ提出しました。(写真 =8月21日の上団地
域テレトピア講演会)

上田クリーンセンターが完成(11月25日)

近代的なごみ処理施設 「上田クリーンセンター」

は、 1日当り 100トンの処理能力がある炉を 2基設

置しており、公害防止にも万全が期されていますの

上岡市j

J回市文化
?した複合施

¥市民lこ利

別所温泉センターに着手(10月9日)

別所温泉の活性化を図るため、旧別所村役場跡

地に別所温泉セ ンター(仮称)の建設に着手しまし

た。完成は来年 4月の予定です。

市民の森スケート場がオーフ。ン(12月15日)

このスケー卜場は、上田市、東部町、真田町の

3市町が共同で建設したノぞイピングリンクによる

本格的なもので、 1周240mのスピードリンクと初
心者用 リンクなどが設けられています。
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明
日
の
農
業
経
営
を
展
望
す
る

「
農
振
地
域
の
見
直
し
」
を

農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
時
代

に
よ
り
様
々
な
変
化
が
あ
り
ま
す
。

上
田
市
で
も
、
農
業
・
農
村
を
取

り
巻
く
状
況
は
都
市
化
、
混
住
化
、

兼
業
化
な
ど
の
進
行
に
よ
り
|
マ

土
地
・
水
に
対
す
る
非
農
業
部
門
か

え
ら
の
影
響
の
増
大
マ
住
民
意
識
の
多

様
化
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下

っ
ー
な
ど
の
変
化
が
顕
著
と
な
っ
て

報
き
ま
し
た
。

広
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
今
後
の
農

業
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
洗
い
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
昭
和
四
十
八
年

度
に
指
定
し
た
農
用
地
利
用
計
画
を

見
直
し
、
今
後
十
か
年
を
見
通
し
た

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
つ
く
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
い
わ

ゆ
る
「
農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
」

と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

く
農
村
人
口
の
流
出
や
工
業
開
発
、

交
通
網
の
発
達
に
よ
り
、
農
用
地
な

ど
が
つ
ぶ
れ
た
り
、
土
地
利
用
度
の

低
下
な
ど
を
生
み
ま
し
た
。
住
宅
や

工
場
の
農
用
地
な
ど
へ
の
進
出
は
、

農
作
業
能
率
の
低
下
だ
け
で
な
〈
、

用
排
水
路
・
農
道
な
ど
の
破
損
、
家

庭
雑
排
水
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
汚

水
の
流
入
な
ど
、
い
く
つ
か
の
問
題

を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。

明
日
の
上
田
市
の
農
業
が
都
市
化

と
も
十
分
共
存
で
き
、
す
っ
き
り
と

農
業
経
営
の
展
望
を
開
く
た
め
に
、

基
準
の
し
っ
か
り
し
た
農
業
専
用
の

地
域
を
改
め
て
作
り
上
げ
て
い
こ
う

と
い
う
の
が
「
農
振
地
域
の
見
直
し
」

の
目
的
と
必
要
性
で
す
。

ど
の
よ
う
に
見
直
す
か

手
順
は
ま
ず
、
現
在
の
農
振
計
画

の
す
べ
て
を
再
検
討
す
る
こ
と
か
ら

仏
知
的

、

埠
院
f
b

ー
か
年
やlbE
日
比
q
旭
・し
た
胸
臆 実

施
し
ま
す

な
農
用
地
な
ど
の
利
用
計
画
が
必
要

で
あ
る
か
、
そ
の
実
熊
を
調
査
・
検

討
し
た
う
え
で
、
市
が
計
画
案
を
作

成
し
ま
す
。
こ
れ
を
関
係
機
関
を
は

じ
め
、
関
係
市
民
の
皆
き
ん
に
協
議

し
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
農
用
地
利
用
計
画
の
決
定
は
、

昭
和
六
十
一
年
末
ま
で
に
完
了
さ
せ

る
予
定
で
す
。
農
家
を
は
じ
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

農
振
除
外
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

来
年

1
月
却
日
ま
で

前
述
の
「
農
振
地
域
の
見
直
し
」

作
業
を
行

っ
て
い
る
期
間
中

(昭
和

六
十

一
年
二
月
か
ら、

お
お
む
ね
六

十
二
年
八
月
ご
ろ
ま
で
)
は
、
原
則

と
し
て
農
振
の
除
外
は
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
の
期
間
中
に
農
振

の
除
外
を
し
た
い
具
体
的
な
計
画
(
家

の
新
築
・
増
築
、
作
業
場
・
倉
庫
な

ど
の
建
築
、
あ
る
い
は
植
林
な
ど
)

を
お
持
ち
の
方
は
、
除
外
申
請
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、

期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
具
体
的
な
計
画
と
は
、
見

直
し
作
業
終
了
時
ま
で
に
計
画
が
実

現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
実
な
も
の

の
こ
と
で
す
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
特
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
先
・
期
限
〉

昭
和
六
十
一
年
一
月
二
十
日
開
、

市
役
所
二
階
農
林
課
振
興
係

〈
申
請
書
類
・
提
出
部
数
〉

①
農
用
地
利
用
計
画
変
更
申
請
書
リ

一
部

②
申
請
地
附
近
の
公
図
の
写
し
(
除

外
地
を
朱
線
で
囲
み
計
画
平
面
を

転
写
す
る
)
リ
三
部

③
事
業
計
画
の
内
容
を
示
す
図
面
(
計

画
平
面
図
へ
は
排
水
・
盛
土
な
ど

の
状
況
を
図
示
す
る

)
1
三
部

④
申
請
地

へ
の
案
内
図

l
二
部

(①
は
市
役
所
農
林
課
に
あ
り
ま
す
)

ゆく年くる年交通安全思いやり運動
12月 11 日 ~61 年 1 月 10 日

今年、市内で交通事故により死亡した人は、 12月6日現在で8人
(昨年同期 3人)と昨年より 5人も増加しています。これから年末・
年始にかけては、交通量が増加するなど交通事故が多発します。

〈交通安全運転の重点〉
①飲酒運転の撲滅 ②スリ ップ事故の防止

③安全運行管理体制の充実強化
④交通弱者(老人・子供など)の安全確保
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地価調査の

関係図書を閲覧
国土利用計画法施行令(昭和49年政令387号)第9条σ)

規定による昭和60年地価調査に係る図書を次により閲覧

に供します。

閲覧場所…上田市役所企画調整課およ び塩田・川西・豊殿

の各支所

閲覧回一-昭和60年12月 1日から 3年閉め各日(日曜日

祝日、その他市の休日を除く)

閲覧時間…午前8時30分~正午、午後 1時~同5時(土
曜日は正午まで)

※ 閲覧を希望される人は、係員に申し出てその指示に

従ってください。市内の基準地の位置や価格などは下
表のとおりです。

昭和60年地価調査基準地価格表

だえつーー(7)一一一昭和60年12月16日 広報

dゆ a

基準地 基準地の所在 基準地の1 基準地 基準地 基準地の 基準地の周辺の 基準地の
基準地につい 基準地の鉄 基準地に係

平方メート
ての水道、ガ 道その他の る都市計画

および地番
ル当たりの

利用の 前面道路 ス供給施設お 主要な交通 法その他法

番号 ならびに住居表示 価格 のI也積 の形状 現況 土地の利用の現況 の状況
よぴ下水道の 施設との篠 令の制限で

整備の状況 近の状況 主要なもの

上田市材木町1丁目 円 πず はほ' 新しく中規模一般 ⑮ 
上回(県)

132番2 94，200 216 長方形 住宅W2 住宅が建ち並ぶ住
南西8m 水道、ガス 上田駅

2住専
市道 公共下水

「材木町 1-12-18J 1: 2 宅地域
1.4krn 
(60、200)

上田市大字諏訪形字 ほほ'
一般住宅が建ち並

南4m 上田駅 ⑨ 
-2 54，100 224 住宅Wl ぷ小規模の分譲住 水道、ガス

南中田964番11 正方形
宅地域

市道 1.6krn 住居(200)

上田市大字本郷字
はほ・ 従来からの農家住 上国交通

-3 27，200 320 長方形 住宅W2
宅、新興の一般住 北6m

水道 中塩田駅 ⑨ 
吉原755番6 宅等が混在する住 県道

1 : 1.5 宅地域 300m 

上田市中央西1丁目 ほほ' 中規模一般住宅が
南 6m 水道、ガス 上田駅

⑧ 

-4 6407番2外5筆 94，800 659 長方形 住宅Wl 建ち並ぶ高級住宅 住居(200)

「中央西 1-5-8J 1.2: 1 街
市道 公共下水 1.2krn 

準防

上田市大字下塩尻字
ほほ?

中規模一般住宅が 北 5.m 西上田駅
-5 33，700 283 長方形 住宅W2 水道、ガス ⑮ 

古屋敷297番14
1 : 1. 5 

建ち並ぶ住宅地域 市道 近接

上田市大字住吉字
ほti' 周辺が開発されつ

北東 5m 上田駅
3-1 23，800 793 長方形 田 つある宅地見込地 水道 ⑮ 

富田591番3
3.5: 1 地域

市道 3.4krn 

上田市中央3丁目
長方形 庖舗兼 各種専門庖が建ち

青東18m
水道、ガス 上田駅

⑧ 

5-1 5783番1 254，000 341 国道 商業(500)

「中央3-3-l7j
.1 :6.5 住宅W2 並~;商庖街

背面道路
公共下水 800m 

防火

上田市天神2丁目
長方形

営業所、工場、一 北16m
上田駅

⑮ 

7-1 番外437番1外1筆 107，000 584 工場 般住宅が混在する 市道
水道、ガス 準工(200)

「天神2-4 -65J 
1 : 1. 5 

地域
公共下水 850m 

準防 ・圃・圃西側IJ1QIJ道

( 7月1日現在)

平和の鐘を開放します
年末年始に恒例となって

います上回公圏内の「平和

の鐘」の開放を、次のとお

り行います。

と き・・.12月31日(刈午後11
時45分から61年 1月1日

(柑午前O時30分まで

各種企業の受・発注をあっせん

県中小企業振興公社

長野県中小企業振興公社では、各種企業の発注

および受注の申し出を受吋付けしています。

あっせん紹介を希望される方は、同公社にお申

し出ください。

長野県中小企業振興公社(干380長野市岡田町

131-10、宮 0262⑫5013)
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上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

中央制御室
中央制御室では、ストーカ(燃焼炉)や

ごみピ ッ トでのクレーンの全自動操作な

ど、各処理工程のコントロールを集中的

に行っています。 また、各機器の運転状

況がひと目でわかる監視用モニターテレ

努 ビも備わっています。

ーーー.......... ‘ 

日
捌
ト
ン
の
処
理
能
力

煙突

つ

有害ガス除去装置

え広報

ートから落

水分を切っ

こやみピット/ごみクレーン
ごみピ ッ トにたまったごみは、全自動のごみク

レーンで、自動的に計量・記録されながら、燃焼

炉へ投入されます。

トホーム
?ラ トホームでは 収集車がごみをごみピッ

h投入します。出入口はエアカーテンで仕切り、

州 f外部へ漏れるのを防いでいます。



ー (9)一一一昭和60年12月16日 広報うえだ

クリーンセンターの内部構造

~~[O] 
トラックスケール

ごみの流れ
①収集車などで搬入された一般ごみと可燃性組大

ごみは、計量記録後、それぞれが適切に処理さ

れます。

②一般ごみは、ごみピットに貯留されてからクレ

ーンで運ばれホッパへ投入されます。

③ホッパ内からは、供給装置によって焼却炉へ送

られ、順次、乾燥帯、燃焼帯、後燃帯を通過し

て、完全な灰になるまで焼却されます。

④また、可燃性粗大ごみは破砕機で切断されごみ

ピットに送られた後、ホッパへ投入されます。

燃焼用空気の流れ
①燃焼用の空気は、ごみピットから押込送風機に

よって吸引きれます。ピット内は、吸引効果の

はたらきで負圧に保たれ悪臭が外部へ漏れるの

を防いでいます。

②吸引された空気は、空気予熱器によって加熱さ

れたうえで、炉内へ送られます。

③空気予熱器の出口部に温水発生器(闘を設けて有

効に熱回収を行っています。

排ガスの流れ
①ごみの燃焼によって発生した高温の排ガスは、

炉内上部へ上昇。カ。ス冷却室で冷却された後、

空気予熱器を通過して燃焼用空気を予熱します。

②冷却された排ガスは、有害な成分が消石灰噴霧

により取り除かれ、きらに電気集じん器によっ

て、ばいじんが除去されます。クリーンになっ

た排方、スは、誘引送風機により煙突から大気へ

排出されます。

灰の流れ
①焼却炉で完全燃焼した灰は、灰シュートから落

下し、灰押出装置で消火冷却され、水分を切っ

てから灰コンベヤに押し出きれます。

②磁選機で金属と灰に分離したのち、それぞれの

ピットへ送られます。

③灰は、灰クレーンによりトラ ックへ搭載されま

す。

上田市 ・真田町じんかい焼却場組合

上田市清掃事務所 宮 @0666

燃えるごみに金属類を入れないで
燃えるごみの中に空き缶やビンなどの不燃物が多く入っています。

んと分けて、それぞれの決められた臼に出してください。
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11万市民の家計簿
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の

財
政
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

上
半
期
と
下
半
期
の
二
回
、
定
期
的

に
財
政
内
容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
昭
和
六
十
年
度
上
半
期

(昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
同
年

九
月
三
十
日
)
の
財
政
状
況
で
す
。

号
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
が
、
ど

附

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
御

理
解
を
深
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

えつ広報

一般会計(上半期)収支状況 (昭和60年9月30日現在)

科 目 予算現額 支 出済額 執行率

民 生 費 41億5，197万8千円 17億1，517万3千円 41.3 

土 木 費 35億 171万4千円 7億2，016万6千円 20.6 

総 務 費 24億1，370万4千円 10億5，115万5千円 43.5 

教 育 費 22億7，597万I千円 9億6，321万4千円 42.3 

農 林水産業 費 20億4，315万5千円 5億2，416万9千円 25.7 

1.、‘} イ責 費 20億4，284万7千円 9億9，608万円 48.8 

商 工 費 16億、5，342万2千円 13億9，945万円 84.6 

衛 生 費 14億5，063方2千円 7億8，004万2千円 53.8 

1肖 防 費 6fi4，389万1千円 3億1，263万1千円 48.6 

労 働 費 21:害t6，286万7千円 1f意6，434万5千円 62.5 

議 iヱbエh 費 2億6，025万円 1億2，384万9千円 47.6 

災害復 旧 費 1億1，096万1千円 445万円 4.0 

子 イ蔚 費 2，983万円 01 0.0 

ムロ 言十 208億4，122万2千円 87億5，472万4千円 42.0 

歳出歳入

目

1億6，900万円

収入率

0.0 

37.3 

56.2 

0.0 

13.8 

33.4 

46.2 

58.9 

9.7 

4億4，867万2千円1144.7

14.9 

34.1 

5.1 

。

税1114億1，705万8千円157f意1，517万2千円

6億7，424万4千円

7，347万3千円

7億札176万2千円

1億 862万4千円

2億6，357万9千円

1億6，614万9千円

5万l千円

5，638万3千円

6，602万4千円

収入済額

3，035万円

619万円

19億7，809万6千円

14億4，192万5千円

11億1，928万1千円

7億 685万6千円

2億9，578万4千円

2億5，005万1千円

1f意4，281万6千円

4，165万5千円

14億7，170万円

12億6，000万円

31意1，000万円

2億2，000万円

予算現額

56.8 966万2千円1，700万円

(昭和60年9月30日現在)

40.1 

公営企業会計(上半期)収支状況

208億4，122万2千円183億6，033万5千円

資本的収支

予

298万9千円

2億2，628万7千円

収入済額

1，816万1千円

支出済額

。292万8千円

7億8，375万8千円

1，976万8千円

9f意2，712万8千円

額

額

算

算

予

入収

収益的収支

予

1億 136万9千円

5億8，276万1千円

1億1，418万3千円

収入済額

6f意8，911万円

支出済額

2億3，034万5千円

13億 382万7千円

2億3，034万5千円

客員

額

算

算予
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費生衛費木土費育教

家庭排水浄化センター(=写

真上)、上回クリーンセンターの

建設などに力が注がれま した。

別所公園の整備(=写真上)、

市民の森スケート場の建設な

どにカが注がれました。

塩尻小学校校庭夜間照明、

北小学校プールの建設などに

力が注がれました。

ハ
】
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uwハ
】

n
u
円

u
h
u

A
u
nuu
n
u
 

G
o
o
 

n〕
門

uwn】

D
D
G
 

特別会計(上半期)収支状況

歳
(昭和60年9月30日現在)

会計名 予算現額 収入 済額 収入率

国民健康保険事業 38{意9，711万円 12億 124万2千円 30.8 

交通災害共済事業 2，965万8千円 2，571万2千円 86.7 

同和資地金等区住貸宅付新卒築業 4億4，185万7千円 6，930万2千円 15.7 

土地取得 事業 2f意5，000万円 2{意2，026万6千円 88.1 

公共下水道事業 15億6，259万2千円 3{j昔、3，035万7千円 21.1 

老人保健事業 33億7，792万7千円 13f意5，562万5千円 40.1 

福祉事業センタ一事業 H意3，760万3千円 6，990万9千円 50.8 

塩田有線放送電話事業 5，679万4千円 2.049万l千円 36.1 

A ロ 計 97億5，354万1千円 32億9，290万4千円 33.8 

歳

入

出

会計名 予算現額 支出 j斉額 執行事

国民健康保険事業 38億9，711万円 15億3，229万円 39.3 

交通災害共済事業 2，965万8千円 1，483万円 50.0 

同和資地金等区住貸宅付新事築業 4f意4，185万7千円 2億4，157万3千円 54.7 

土地取得事業 2億5，000万円 5，467万3千円 21.9 

公共下水道事業 15億6，259万2千円 4{意3，928万円 28.1 

老人保健事業 33{意7，792万7千円 14{意9，379万9千円 44.2 

福祉事業センタ一事業 H意3，760万3千円 6，872万2千円 49.9 

塩田有線放送電話事業 5，679万4千円 1，937万4千円 34.1 

il 入 計 97億5，354万l千円 38{意6，454万l千円 39.6 
」園圃圃

-積立金 -有価証券|

市
12億3，266万 有 731万4，310円4，338円

財
産

-土 1也 の -建 物

状
151万9，613m2 況 30万7，508m2

和
昭

60 
年

-山 キ本 月9 
-住 宅

30 
日

現在
敷地 23万3，509m2

1，679万4，144m2
建物 6万1，140m2

実

一時借入金 (昭和60年9月例到

|借入現 在高同詳 10億円J

(昭和60年9月30日現在)地方債現在高
区 分 一世会計 特別会計 i口λ 言十

昭和60年3月末現在 144億9，775万7千円 60億6，209万8千円 205億5，985万5千円

昭和690月年末4日月ま1で日のか借ら入額 13億8，440万円 H意6，110万円 15億4，550万円

昭和690月年末4日月ま1で日のか償ら還級 4f意4，560万7千円 H意 992万5千円 5億5，553万2千円

差引現在高 154億3，655万円 61億1，327万3千円 215ft4，982万3千円
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Aチビツコ消防クラブが発足
市文化会館ホールでは11月28日、市内にある 6つの私立幼稚

園児と保育園児約 400人が出席して、「上田市幼年消防クラブ」

の発会式が行われました。このクラブは、火の怖さを教えながら

子どもの火遊びをなく そっといつもので、参加した園児全員に

「防火」と書かれた法被、柏子木、ワッペンが渡されました。

続いて、「防火の誓い」を全員で元気に述べたり、アニメーショ

ンの防火映画を観賞しました。

惨年賀状は手作りの版画で
上野が丘公民館では12月7日、版画教室が聞かれました。 こ

の教室は、 年賀状を手作りの版画で出してみたいという人が対

象で、 当日は約20人が参加しました。まず、午前中は下絵に取

り組み、午後は実際に彫刻万で版木を彫り最後の仕上げまで行

いましたが、作品は来年の「えと」にちなんていトラを題材にし

た人が多かった ようです。

295人が参

、学校では、

ソンを干責極

環として毎

、学校を出

を、 1・2

. 6年生は

元気よく完

退職金づくりは

国の制度で

HF小企業退職金共済制度!

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

企
業
独
自
で
退
職
金
制
度
を
設
け
る

こ
と
が
困
難
な
中
小
企
業
に
、
国
の

援
助
に
よ
っ
て
、
退
職
し
た
従
業
員

へ
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
、
労
使
双
方
か
ら
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

〈
制
度
の
特
色
〉

①
掛
金
は
全
額
損
金
ま
た
は
必
要
経

費
扱
い
と
な
り
ま
す
。

②
退
職
金
に
は
国
庫
補
助
金
が
つ
き

ま
す
。

③
福
利
厚
生
施
設
の
建
設
資
金
の
融

資
を
低
利
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
刷
刷
骨
反

mw牛
主
b
u
o
出
門
吻
合
〉

'仏
市
有
伺
M
け
侃
制
川
町

H
げ
u噂

l
十
l
&
H仰
は
陥
ほ
役
割
刷
n
b仇

η
a
q
，、

A
P
J、

〈
加
入
の
手
続
き
〉

所
定
の
申
込
用
紙
(
金
融
機
関
に

備
え
付
け
)
に
記
入
の
う
え
、
申
込

金
(
掛
金
一
か
月
分
)
を
添
え
て
、

業
の
実
態
に
あ
っ
た
退
職
金
づ
く

り
が
で
き
ま
す
。

②
掛
金
月
額
の
増
額
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
。

③
国
の
制
度
で
す
か
ら
安
全
・
確
実

で
、
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

④
従
来
か
ら
勤
務
し
て
い
る
従
業
員

に
つ
い
て
は
、
加
入
前
の
過
去
の

勤
務
期
間
を
通
算
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

⑤
毎
月
の
掛
金
が
口
座
振
替
で
納
付

で
き
ま
す
。

〈
加
入
で
き
る
企
業
〉

こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
の
は
、

常
用
従
業
員
が
一
人
以
上
三
百
人
(
卸

売
業
百
人
、
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

五
十
人
)
以
下
か
、
ま
た
は
資
本
金

お
よ
び
出
資
金
の
額
が
一
億
円

(卸

売
業
三
千
万
円
、
小
売
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
一
千
万
円
)
以
下
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
中
小
企
業
で
す
。

〈
毎
月
の
掛
金
〉

掛
金
は
、
従
業
員
ご
と
に
次
の
掛

金
月
額
の
中
か
ら
決
め
て
い
た
だ
き
、

毎
月
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

千
二
百
円
、
千
四
百
円
、
千
六
百

円
、
千
八
百
円
、
二
千
円
、
二
千
五

百
円
、
三
千
円
、
三
千
五
百
円
、
四

千
円
、
四
千
五
百
円
、
五
千
円
、
六

千
円
、
七
千
円
、
八
千
円
、
九
千
円
、

~
万
円
、
二
刀
二
千
円
、
~
万
四
F

h
刷

円

、

、

ト

h
リ
丸
h
-

主
l

h
山
内
1

翌
年
-
月
二
十
日
ま
で
に
、
事
業
主

か
ら
補
助
金
交
付
申
請
書
を
市
労
政

課
へ
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。



資
を
低
利
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
制
度
の
主
な
内
容
〉

①
働
金
月
額
は
十
九
極
類
あ
り
、
企

千
円
、
七
千
円
、
八
千
円
、
九
千
円
、

一
万
円
、
一
万
二
千
円
、
~
万
四
千

円
、
こ
n六
千
円

市文イ

園児と

の発会

子ども

「防火」

続いて、

ンの防

企元気よく全員が完走
西塩田小学校では11月30日、 全校児童 295人が参

加してマラ ソン大会を行いました。同小学校では、

子どもたちの心身の鍛錬に普段からマラ ソンを積極

的に取り入れており、この大会もその一環として毎

年聞かれているものです。子どもたちは、学校を出

発して近くの田園地帯を一周するコースを、 1. 2 

年生は 0.9km、 3 . 4年生は1.2km、5・6年生は

1.9kmに分かれて走りましたが、全員が元気よく完

走しました。

第 949号~

〈
加
入
の
手
続
き
〉

所
定
の
申
込
用
紙
(
金
融
機
関
に

備
え
付
け
)
に
記
入
の
う
え
、
申
込

金

(
掛
金
一
か
月
分
)
を
添
え
て、

代
理
屈
と
な

っ
て
い
る
金
融
機
関
に

申
し
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

翌
年
-
月
二
十
日
ま
で
に
、
事
業
主

か
ら
補
助
金
交
付
申
請
書
を
市
労
政

課
へ
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
定
退
職
金
共
済
に
も
補
助

も
う
一
つ
の
退
職
金
共
済
制
度
と

し
て
「
特
定
退
職
金
共
済
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

所
得
税
法
施
行
令
第
六
十
六
条
に

規
定
す
る
団
体
(
商
工
会
議
所
、
商

工
会
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
な
ど
)

が
実
施
す
る
こ
の
制
度
に
加
入
し
た

中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
も
、

市
で
は
同
様
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
:
:
:
労
政
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
5

市
が
掛
金
の
一
部
を
補
助

市
で
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
少

し
で
も
加
入
し
や
す
い
よ
う
に
、
昭

和
五
十
五
年
以
降
の
加
入
者
に
掛
金

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
は
、
加
入
し
た
月
か
ら

三
年
間
、
掛
金
の
二

O
%
(
一
人
月

額
六
百
円
限
度
)
で
す
。
一
月
か
ら

十
二
月
ま
で
に
納
入
し
た
掛
金
は
、

路・4

だ

酔伊H

、働臥

えつ- (13)-一一昭和60年12月16日 広報

監査実施期間

昭和60年 9月2日から昭和60年12月2日まで

監査の範囲

昭和59年度における財務に関する事務処理の状

況、契約および工事の執行状況など

3 監査の対象

秘書課、応急工事課

総務部-一総務課、企画調整課

財政部・・・財政課、管財課、市民税課、資産税課、

収税課

消防部・・・総務課、防災課、警防課

塩田支所、豊殿支所、川西支所

会計課

議会事務局、選挙管理委員会事務局、公平委員

会事務局

民生部・一市民課、国保年金課、保健予防課、生

活環境課、清掃事務所

商工部...商工謀、労政課、観光課、市民会館

教育委員会一・庶務課、学校教育課、社会教育課、

青少年課、同和教育課、体育課、

中央・西部・城南・上野が丘・塩

田・川西公民館、文化会館、図書

館、博物館、信濃国分寺資料館、

山本鼎記念館、第一・第二学校給

食センター

定期監査の結果について(公表)

地方自治法第199条第3項の規定に基づき、、 昭和

60年度の定期監査を下記のとおり執行したので、 同

条第8項の規定により、その結果を公表する。

記

監査の結果

各所管における財務に関する事務は、おおむね

適正に処理されているものと認められた。

出先機関の出向監査については、南部消防署、

青少年ホーム、中央公民館(文化会館)、西小学校、

中塩田小学校、川西中学校を対象に実施したが、

その事務処理および施設の管理は、おおむね適切

であると認められた。

なお、それぞれの監査箇所における細部の留意

事項については、その都度改善を促した。

今後とも事務事業の見直しを行うなど行財政改

革をさらに推進するとともに、自主財源の確保に

努め市民福祉の充実と活力ある都市づくりにいっ

そうの成果を上げるよう望むものである。

定期監査の結果公表

人

広

直久保田

中沢

上田市監査委員

同

2 

4 



農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
請
を
忘
れ
ず
に

だ 昭和60年12月16日一一一 (14)ー

お知らせ
えつ広報

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

宮
⑫
4
1
0
0内
線
5
7
1

有
線
②
0
9
0
1

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
に
よ
り
作

成
さ
れ
ま
す
ρ

こ
の
名
簿
に
登
録
さ

れ
な
い
と
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
留

意
さ
れ
、
必
ず
期
限
ま
で
に
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
号室
員同

|書
ふ月の
;. 10 t是
j日出
、(針は

ま
で
f ，こ

結
婚
セ
ミ
ナ
ー
に

γ品ゐ 潤唱噂

市社会福祉協議会主催の「歳未チャリテ

iイーJiザー」ガ11月30日、市福祉会館駐車
場で開かれました。当日は、市内の家庭か

:ら寄付された衣類や日用雑貨などガ安<飯

;売されたため、開始前には約100人ガ集まる
:ほどの盛況lおりでした。

ん
に
今
月
中
に
届
く
よ
う
申
請
書
を

お
配
り
し
ま
す
。
所
定
の
欄
に
正
確

に
御
記
入
の
う
え
、
来
年
の
一
月
十

日
ま
で
に
農
業
委
員
会
に
御
提
出
く

だ
き
い
。
一
月
十
日
ま
で
に
提
出
さ

れ
ま
せ
ん
と
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

き
れ
ず
、
選
挙
の
際
に
投
票
が
で
き

ま
せ
ん
。

申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
で
審
査

し
た
後
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
付

さ
れ
ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

申
請
書
に
基
づ
い
て
二
月
二
十
日
ま

で
に
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
作
成
し
、
二
月
二
十
三
日
か
ら
十

五
日
間
、
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
に
供

し
ま
す
。

も
し
、
名
簿
に
脱
漏
や
誤
載
が
あ

れ
ば
縦
覧
期
間
中
に
選
挙
人
は
異
議

の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
は
三
月
三
十
一
日
に

戸市
L
1し
、

z
t
a
H
佐
官

-ub'問
冊
、
島
陵
移
華
求
女

家
族
計
画
な
ど
の
正
し
い
知
識
を
得

て
も
ら
お
う
と
聞
か
れ
る
も
の
で
す
。

日
程
・
内
容
:
・
別
表
の
と
お
り

会
場
:
・
上
田
市
働
く
婦
人
の
家
(
市

員
会
委
員
選
挙
に
使
わ
れ
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
に

御
協
力
を

企
画
調
整
課
統
計
係

宮
⑫
4
1
0
0内
線

6
1
9

有
線
②
0
8
3
2

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
工
業
統
計

調
査
」
(
指
定
統
計
第
一

O
号
)
が
、

本
年
も
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
の
実
態
や

製
造
業
活
動
の
状
況
(
組
織
、
従
業

者
数
、
製
造
品
出
荷
額
な
ど
)
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
国
・
県
を

は
じ
め
市
に
お
い
て
も
行
政
の
面
で

広
く
活
用
き
れ
、
住
み
よ
い
社
会
を

築
く
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
方
法
は
、
長
野
県
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
調
査

票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
、
記
入
方
法

な
ど
を
説
明
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
と
あ
わ
せ
て
「
石

油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
」
お
よ
び

「
長
野
県
輸
出
生
産
実
態
調
査
」
も
実

施
さ
れ
ま
す
。
該
当
き
れ
る
事
業
所

の
皆
さ
ん
は
、
年
末
何
か
と
多
忙
の

;

ト」
L
t
N
u
m
回
心
い
み
よ
ふ

l
u
r
、、
、h
札
3

句
彊
伺

査
の
目
的
が
達
成
で
き
ま
す
よ
う
格

段
の
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

わ
が
家
の
家
計
簿

体
験
談
を
募
集

家
計
簿
の
記
帳
に
よ
っ
て
得
た
体

験
や
、
つ
け
た
こ
と
の
な
い
人
に
も

つ
け
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
内
容
の

「
わ
が
家
の
家
計
簿
体
験
談
」
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
・
:
来
年
二
月
二
十
八
日
幽

ま
で

応
募
方
法
・
・
・
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五

枚
以
内
。
月
別
・
項
目
別
支
出
一

覧
表
を
添
付
。
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
家
族
一
覧
(
応
募
者

と
の
続
柄
、
年
齢
、
職
業
、
就
学

状
況
な
ど
て
家
計
簿
記
帳
年
数
、

電
話
番
号
を
記
入
。

応
募
先
:
・
干

3
8
0

長
野
市
南
長

野
字
幅
下
六
九
二
|
二
県
庁
県

民
生
活
課
内
県
貯
蓄
推
進
委
員
会

(12月6日現在)

ゆずります く希望価格)I ゆずってください

子供用食堂イス 300円 |七五三用羽織はかま(5才児)

電気温風ヒーター 2，500円|階段フェ ンス

電気力一ペッ ト 3，000円|子供用自転車

川クタイヤ(6.15X14インチ) 2，000円|婦人用自転車

川クタイヤ(5.20x 10インチ) 1，000円 |衣類乾燥機

都市ガスフロー式 話し合い|ママコート

~i自ストーブ 7，000円|ガステーブル

Tアルべ yト 20，000円 |パソ コン

?γトレス 無料|外国旅行用バック(超大型)

闘用テーブ/レ(イス付) 15，000円 |スキー一式(ク 121cm)

1チール製事務机 無料|電子レンジ

1ロスカント リースキー(歩〈スキー)男子用 10.000円|ジューサーミキサー

?川ント リースキー(歩〈スキー)女子用 10，000円|物 置

01だ活用できる不用品は、 |ゲタ箱

どんなものでも登録しましょう。 1スケート靴(19-20cm)

うゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、生活

環境課生活係(ft⑫4100内線301)へお気軽に御連絡を。
。紹介後のトラブルなどについては、責任を負いかねます

ので御了承ください。

不用品登録情報(主なもの)

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
:
・
第

3
期

国

民

健

康

保

険

税

・

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 ・
・
・
・
第

6
期



施
さ
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
事
業
所

の
皆
さ
ん
は
、
年
末
何
か
と
多
忙
の

こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
調

子供用食

電気温風

電気カー

スパベクタ

スパベクタ

都市方スつ

石油ストー

守7.，しべ、〉

7，，/トレヌ

食卓用テー

λチール~

7ロスカント

7ロスウント

0まだ活用

結
婚
セ
ミ
ナ
ー
に

上
田
保
健
所

宮
⑫
1
2
6
0内
線

2
3
4

上
田
保
健
所
で
は
、
婚
約
中
の
お

二
人
を
対
象
と
し
た
「
結
婚
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
幸
せ
な
結
婚

生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
若
い
方
々
に
、

明
る
い
家
庭
づ
く
り
、
健
康
管
理
、

だえ-(15) -一一昭和60年12月16日 広報う

第 61年 1月31日制
開講式

1 講演「あたたかい家庭」

回 午後6:30-8・40 血液検査説明

第 2月6日(村 血液検査

回2 
講演「結婚と健康」

午後6:30-8:40 映画「生命創造」

第 2月14日樹 講義「望ましい食生活」

図3 
講義「家族計画について」

午後6:30-8:40 映画「母と子のきずな」 閉ま蒜式

結婚セミナ一日程表

の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
は
三
月
三
十
一
日
に

確
定
し
、
そ
の
後
一
年
間
、
農
業
委

家
族
計
画
な
ど
の
正
し
い
知
識
を
得

て
も
ら
お
う
と
聞
か
れ
る
も
の
で
す
。

日
程
・
内
容
:
・
別
表
の
と
お
り

会
場
・
:
上
田
市
働
く
婦
人
め
家
(市

内
材
木
町
一
|
二
|
二
)

費
用
:
・
テ
キ
ス
ト
代
五
百
円
、
血

液
検
査
料

申
込
方
法
・
:
一
月
二
十
日
間
ま
で
に

上
田
保
健
所
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

着
物
着
付
教
室
の

受
講
生
を
募
集

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

宮
⑫
7
1
1
7

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
働
く

二
十
九
歳
ま
で
の
女
性
を
対
象
に
、

着
物
着
付
教
室
を
聞
き
ま
す
。
受
講

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
来
館
の
う
え

受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
〈
期
間
・
コ

l
ス〉

水
曜
日
コ

l
ス
H
一
月
八
日
附
か
ら

十
二
回

金
曜
日
コ

l
ス
H
一
月
十
日
働
か
ら

十
二
回

〈
定
員
〉

各
コ

l
ス
十
二
名
(
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)

〈
且
又
遺
構
斜

Uv

二
千
四
百
円
(
十
二
四
分

料
理
教
室
の

受
講
生
を
募
集

上
回
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

宮
⑫
6
8
7
3

上
田
ガ
ス
で
は
、
次
に
よ
り
料
理

教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

〈

と

き
V

A
組
H

一
月
二
十
日
か
ら
四
月
七
日

の
毎
週
月
曜
日
(
計
十
二
回
)
、
午

前
十
時
か
ら
正
午

B
組

H
一
月
二
十
一
日
か
ら
四
月
八

日
の
毎
週
火
曜
日
(
計
十
二
回
)、

午
前
十
時
か
ら
正
午

C
組

H
一
月
二
十
二
日
か
ら
四
月
九

日
の
毎
週
水
曜
日
(
計
十
二
回
)、

午
後
六
時
か
ら
八
時

〈
と
二
ろ
〉

上
田
ガ
ス
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(原

町
)〈募
集
人
員
〉

各
組
と
も
二
十
名

〈
料
理
内
容
v

和
・
洋
・
中
華
料
理
、
パ
ン
、
お

菓
子
〈
受
講
料
〉

九
千
円
(
十
二
回
分
)

例年1月の乳幼児健康惨査
。受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。
。母子健康手帳とパスタオル(4・10か月児)、ノ、ブラシ (1歳 6

か月児)をお持ちくだきい。また、 1歳6か月児は赤ちゃん
手帳の中にある健康診査票を記入してお持ちください。

~ 場 健 診 実施日 対 象 児

4か月児
1月7日 60年 8月16日 - 8月31日生

1月21日 60年 9月1B - 9月15日生

10か月児
1月9日 60年 2月16日 - 2月28日生

上田市保健セ ンター 1月23日 60年 3月1日 - 3月15日生
(市役所南庁舎2階)

l歳6か月児
1月10日 59年 6月16日 - 6月30日生

1月29日 59年 7月1日 - 7月15日生

3歳児
1月22日 57年12月1日 - 12月15日生

1月24日 57年12月16日 - 12月31日生

4か月児
1月14日

60年8月16日一 9月15日生
塩田母子健康センター

10か月!疋 60年 2月16日 - 3月15日生(極団地区)
l歳6か月児 1月28日 59年 5月16日一 7月15日生

4か月児 60年 8月16日一 9月15日生
川商社会悩祉センター

10ヵ、月児 1月8日 60年2月16日 - 3月15日生(JlI西地区)
l議肋・月児 59年 6月16日 - 7月15日生 l 

※駐車場が手狭のため、なるべく車でのおいでhは御遠慮ください。
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毒
症
」
と
か
「
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る

肝
臓
の
障
害
」
も
増
え
て
い
ま
す
。

お
酒
の
飲
み
す
ぎ
が
肝
臓
に
悪
い

こ
と
は
、
ご
存
じ
で
す
ね
。
飲
ん
だ

お
酒
の
ア
ル
コ
ー
ル
分
は
、
胃
と
小

腸
で
吸
収
さ
れ
、
そ
の
大
部
分
は
肝

臓
で
分
解
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
は
限

度
が
あ
り
、
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
る
と

肝
臓
を
無
理
に
働
か
せ
る
こ
と
に
な

り
、
た
い
へ
ん
負
担
を
か
け
て
し
ま

い
ま
す
。

お
酒
に
よ
り
肝
臓
に
障
害
が
起
き

て
く
る
と
、
な
ん
と
な
く
体
が
だ
る

い
、
疲
れ
や
す
い
、
食
事
が
お
い
し

お
酒
の

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら
は
年
末
・
年
始
に
か

け
忘
年
会
、
新
年
会
、
同
級
会
な
ど
、

お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

お
酒
は
、
欽
み
方
次
第
で
「
百
薬

の
長
」
に
も
「
健
康
の
大
敵
」
に
も
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|年|金|額i

つ
1月1日

上
手
な
飲
み
方

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
「
お

酒
の
上
手
な
飲
み
方
」
で
す
。

肝
臓
に
悪
い
飲
み
す
ぎ

日
本
で
も
、
世
界
各
国
と
同
じ
で

お
酒
の
消
費
量
が
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
「
ア
ル
コ
ー
ル
中

これは、 20歳から60歳になるまでの40年

問、保険料の滞納がない場合で未納期聞

があると、それに応じて減額となります。

算式
xf保険料納付月数+(保険料免除月数×すn
l 加入可能年数x12 J 

×スライド率

年金を受給中の人は現行のままの年金額を引き

受給することになります。また、物価スライドも

ます。
15年4月 1日以前に生まれた人は、施行日(昭和
4月1日)には、 60歳を超えています。この人たち

、ては、現行の年金制度がそのまま適用されます。

16年4月 1日以前に生まれた人は、国民年金が発

た昭和36年 4月 1日には20歳を超えており、加入期

、60歳に達するまでに40年を満たせません。そこで、

ように、年齢に応じて、「力日入可能年数」が決められ、

聞にすべて保険料が納付されていれば、年額60万

9年度価格)の老齢基礎年金が支給されます。

年金

五福60万円(月額5万円昭和59年度価格)

く
食
べ
ら
れ
な
い
、
吐
き
気
が
す
る

な
ど
体
の
調
子
が
く
ず
れ
て
き
ま
す
。

肝
臓
は
、
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し

た
物
の
栄
養
素
を
体
に
合
う
よ
う
に

っ
く
り
替
え
て
蓄
え
た
り
、
ま
た
体

に
毒
に
な
る
も
の
を
消
し
た
り
な
ど

廃
棄
物
を
処
理
す
る
と
い
う
、
大
切

な
役
割
り
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

週
に
ニ
日
は
禁
酒
を

こ
の
大
切
な
肝
臓
を
守
る
た
め
に

も
、
次
の
注
意
事
項
を
頭
に
入
れ
、

上
手
に
お
酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

①
飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ(国保年金課年金係官⑫4100内線284・有線②0711>

ぅ
。
肝
臓
が
働
け
る
量
は
、
日
本

酒
な
ら
二
合
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら

ダ
ブ
ル
の
水
割
り
で
二
杯
、
ビ
ー

ル
な
ら
二
本
ぐ
ら
い
ま
で
が
適
当

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
分
や
体
の

調
子
が
悪
い
時
に
は
、
量
を
控
え

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

②
お
な
か
が
す
い
て
い
る
時
に
飲
む

お
酒
は
、
胃
や
肝
臓
を
強
く
刺
激

し
ま
す
の
で
、
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

酒
の
さ
か
な
を
食
べ
な
が
ら
、
ゆ

っ
く
り
飲
む
と
食
べ
物
が
胃
や
腸

の
壁
を
保
護
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

吸
収
も
ゆ
っ
く
り
と
な
る
の
で
、

胃
や
肝
臓
に
負
担
を
か
け
ま
せ
ん
。

③
酒
の
さ
か
な
は
、
肝
臓
の
働
き
を

よ
く
す
る
卵
、
魚
、
肉
、
豆
腐
な

ど
の
タ
ン
パ
ク
質
と
野
菜
を
た
く

さ
ん
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
ア
ル
コ
ー
ル
度
の
強
い
お
酒
は
薄

め
て
飲
む
こ
と
、
自
分
の
ペ

l
ス

で
ゆ
っ
く
り
飲
む
こ
と
、
人
に
お

酒
の
無
理
強
い
は
し
な
い
こ
と
な

ど
も
大
切
で
す
。

⑤
週
に
二
日
は
、
お
酒
を
飲
ま
な
い

日
を
つ
く
り
、
肝
臓
や
胃
腸
、
頭

を
休
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

以
上
、
お
酒
の
上
手
な
飲
み
方
に

つ
い
て
書
い
て
き
ま
し
た
が
、
一
番

大
切
な
こ
と
は
「
自
分
の
適
量
を
知

っ
て
、
そ
れ
以
上
は
飲
ま
な
い
よ
・
7

日現化)

(+ 78) 

(+ 21) 

(+ 57) 

(+ 42) 
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